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1. 教育の責任 
母性看護学方法論Ⅱ（必修）では、「早期新生児の健康問題に対する看護」を 1 コマ受け持

ち講義を行った１）。また、技術演習の企画・準備・実施を行った 2）。 
実践看護論Ⅳ（ウィメンズヘルス）（選択）では、学生が最終講に女性の健康問題と支援に

ついて発表を行うが、中間発表にてテーマと内容の方向性について助言を行った。 
看護基礎ゼミ（必修）では、授業の補助や GW でのファシリテーターを行った。 
基盤実習Ⅰ（必修）では、指導教員とともに学外・学内実習を行った。 
看護研究Ⅱ（必修）・統合実習（必修）では、3 人の学生看護の研究Ⅱの指導と統合実習に

おける指導を行った。 
1 年チューター企画にて月経とその対処について学生にミニ講義を行った 3）。 

  FD 委員会の一員として、8/30 に実施される助手・助教のためのワークショップの準備を行

った。（360/400 字） 
 

2. 私の理念・目的 
1) 私の理念 

看護とは実態がとてもわかりにくいものだからこそ、「看護とは」を学生とともに考え、看護をと

もに語ることを大事にしたいと考えている。看護が対象者に与える影響を看護師自身が感じて、

自分たちの看護がどれだけ意味があり価値があるかということを、看護師自身が認識すること

が必要であり、看護に自信と誇りを持つことができる看護師を育てていきたい。 
私は助産師としての病院勤務が長いため、その仕事の重み、厳しさ、楽しさもたくさん味わ

い、看護についてこれまで何度も振り返って考えて感じてきたものがあること、臨床で培ってき

たその実体験としての看護を伝えていけるということが自分の強みであると考えている。（312
字/500 字） 
 

2) 理念をもつに至った背景 
臨床では日々の業務で追われ、看護がただの業務になってしまう現実がある。しかし、忙し

い中でも、心のどこかに看護に自信と誇りをもっていられれば、この厳しい医療環境の中でより

よい看護を作っていく原動力になっていくのではないかと考える。それをまず伝えられるのは

教育の場であり、看護を教える教員の責務であると考える。（153/500 字） 
 

3. 教育の方法・戦略 
今年度は助教就任 1 年目であり、授業科目は 1 コマ担当した。国家試験の指針を確認 

し、授業内容で押さえることを意識した。学生がポイントを理解しやすいように、学習ポイントを

わかりやすく提示できるように資料を工夫した。また、知識が定着するように、授業前に取り組

むワーク４）を manaba に提示した。 
技術演習の組み立てでは、学生一人一人が技術演習を実施する時間を持ち、また技術 



を確認しあいながら技術を修得できるように、2 人 1 組で技術演習を実施できるように組み立て

るようにした。 
実習では、学生の学びが最大限になるよう、学生が様々な看護場面を見学し、学び 

の場に入っていけるよう実習指導者と調整を試みた。また、学生の学びを共に話しながら、看

護が深まるような関りを意識した。 
専門分野の知識を深めるために、5/28 は母性看護学会学術集会に参加した。（363/1000
字） 
 

4. 学習成果 
授業科目の評価はリアクションペーパー5）にて行った。本日の講義で学んだこと・感じたこ 

と・考えたことに加え、講義で分かりにくかったところの記入を求め、評価を得た。分かりにくか

ったという記載はあまりなかったが、難しい内容の部分の説明が難しかったというコメントがあり、

工夫が必要であると感じた。授業評価は概ね良好であった。 
技術演習評価もリフレクションペーパー6）で行った。少人数での技術演習を試みたことに 

より、技術演習実施の満足度が高い記述が多くみられた。授業内容と演習により学びがつな

がったという記述も多く、実習を意識した学びの機会となったと評価できた。（271/300 字） 
 
5. 改善のための努力 

分かりにくいことや難しい内容をどう説明するかをもっと工夫することが必要。例を用いた 
り、時間を大目に割いて丁寧に説明していくように注意していきたいと思う。 

技術演習に関しては、次年度からは 140 人の学生を対応しなくてはいけないため、演習

内容を大きく組み替える必要がある。なるべくすべての学生が技術演習をしっかりおこなえるよ

う、少人数体制で行えるように配慮していきたいと考えている。（188/200 字） 
 
6. 今後の目標 

長期目標：教育力向上 
短期目標：少しずつ担当授業科目数を増やし、講義できる内容を増やしていく（令和 6 年

度）。 
学会参加（10/8）や教育力を向上させるセミナー（未定）などに参加して教育力向上に研

鑽する。（99/250） 
 
【添付資料】 
１）「早期新生児の健康問題に対する看護」講義資料 
２）母性看護学技術演習企画書 
３）「月経とその対処」PPT 資料 
４）「新生児の異常」に関する授業前のワーク（manaba） 



5)授業評価リアクションペーパー 
６）技術演習評価リフレクションペーパー 
 




